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補給)第2部 経済雑誌の変遷(3章)第 3部 河上肇研究
(6章).巻末に明治 ･大正期の経済雑誌の索引を付す.な
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ンス文献 (2)モアの著作 (3)モアの著作集 (4)第 1次資料


























































Editions originales(2)Oeuvres de Descartes(3)



































































































































































































































































































































































































































































釈), ミル研究単行書(32点), ミルの伝記･哲学 ･論理学･



















































































































































































































179 白井厚｢ロバ ト･オウエソと現代- 生誕200年記念を
中心に｣F季刊 社会思想j2-2,1972年7月(pp.198-212).内
容は,英 ･米の60年代の研究,英 ･米 ･日本における記念
行事,イギリスの記念論文集,日本の記念論文集,オウエ
ソの現代的意義の5項からなる.F社会思想史論集』(長崎出
版,1978年4月,pp.91-118)に再録.
180 白井厚｢生誕200年以後のオウエソ研究｣『社会思想史
研究』4,1979年9月(pp.125-41).
ほかに,オウエソ研究の動向として,白井の上掲論文で
ふれられている堀経夫や石田和秀の論稿などがある.また
本稿66や68を,資料として71を見よ.
SamuelTaylorColeridge(1772-1834)
コウルリッヂの主著と研究文献については,戦前に塩尻
の目録〔-149〕があるが,ほかに次の書誌がある.
181 岡本昌夫｢日本コウルリッヂ書誌｣(1)(2)F人文研究j6
-7,1955年8月(pp.83-91).7-4,1956年5月(pp.203-06).
(1)は明治4年から昭和10年まで(1871-1935)に出版され
た単行本87点の書目.(2)は筆者未見.
DavidRicardo(1772-1823)
182 KeitaroAMANO,BibliogyaphyoftheClassical
Economics,vol.2,Part3 (DavidRicardo),Jam.
1962(207-315p.).WorksbyRicardoとWorksabout
Ricardoに大別し,前者は3項目,後者は15項目に分類.配
列はvol.1Partl〔-130〕に順ずる.収録期間は1809-
1960年.総件数1350点.初出は｢リカァドオ文献目録｣F経済
論集』8-6,1959年2月(pp.113-80).覆刻版,1980年2月.
183 真実一男｢明治および大正前期におけるリカードウ導
入史｣F経済学年報』〔大阪市立大〕16,1962年 5月(pp.63-
168).導入史の時期を前史(明治初年一大正 9年,1868-
1920)と本史(前史以後の戦前期と戦後期)とに区分したう
えで,導入の特異性,散発的導入,本格的導入-の準備期
という3点から前史の状況を概観したもの.
184 真実一男｢大正後期より戦前までのリカー ドウ導入
史｣『経済学年報j22,1965年6月(pp.1161).前稿をうけて,
リカードの一般的導入,特殊的導入,翻訳的導入に分け本
史の戦前期を概観したもの.
185 中村広治｢Ricardo研究｣F年報mO,1972年11月(pp.1
-8).羽鳥の学界展望〔-62〕以降すなわち1966年後半から
1972年初頭までを主な対象期間とし,価値論,地代論,餐
本蓄積 ･一般的過剰論, リカード体系に分類のうえ25点を
サーヴェイしたもの.
186 真実一男｢日本におけるリカード導入史｣Fリカード経
済学入門』新評論,1975年 5月(pp.152-94).前掲稿〔-
183,184〕を簡略化し,それに戦後の研究史をつけ加えた導
入史研究.初出は杉原編『近代日本の経済思想jl-64〕(pp.
173-212).
なお,リカードについては,本稿の33,35,62,65のほか,
『リカードウ全集』10(雄松堂書店,1970年8月)巻末｢付録｣
(pp.27-69)杏.も見よ.それは,リカードの著作書誌,手稿
概観,備忘録,蔵書の解題である.
JeanCharlesLeonardSimondede
Sismomdi(1773-1842)
184 吉田静-『フランス古典経済学研究i(有斐閣,1982年
12月)巻末｢文献目録｣(pp.279-90).シスモンディの著作目
録と研究文献目録からなる.後者は外国語と邦語の単行書
および雑誌論文を含む.
FriedrichList(1789-1846)
185 小林昇｢フリードリッヒ･リスト｣F小林昇経済学史著
作集j6,未来社,1978年6月(pp.9-90).とくにその｢生涯
と著作｣の箇所は,(1)青年- アメリカ時代 (2)国民的体
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